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ＪＡは農家から農産物をお預りして品質の調整などを
行い、卸業者や小売りに販売します。これにより、農家は
流通や販売の手間を省き、設備投資も抑えることができ
ます。これが流通コストの低減にもつながり、消費者は
農畜産物の安定供給を受けることができます。

戦時下の昭和17年、食料供給安定などの目的で施工
された食糧管理法は１９９５年まで存在し、JA が農家の自
家用以外のすべてのコメを集め、国がそれを買い入れて価
格を決めていました。
この翌年からは食糧法に変わり、農家がＪA に売り渡す
義務は廃止され、自由に売ることができるようになりました。
自由に売買できる反面、「高くてもほしい・必要」という人
がいる限り、価格高騰は今後も起こりうるといえます。今回
のようなコメ不足の状況では特に、流通の各段階で契約
量の確保にしのぎを削っただけでも、
全体として価格は上昇傾向になります。
まして、この6月から禁止されるに至っ
た転売目的などの意図的な価格のつり
上げがあれば、全体が影響を受けずに
はいられません。

コメを安定的に供給するため、ＪＡが受け入れる予定数
量の約９割の販売先は、収穫が終わる前にすでに決まっ
ています。
倉庫やカントリーにあるコメは、実物があるので貯め
込んでいるように見えるかもしれませんが、実態は注文
の指定日に供給できる体制を維持しているだけなのです。

ＪＡひがしみのでは、こうした利用施設は昭和50～60年代に
建設したものが多く老朽化が進んでおり、安全な利用に向け、
機械や設備の更新を毎年計画的に行っています。
JAひがしみの管内はコメの食味ランキングで、４年連続で特A評価を得

ている全国的にも数少ないおいしいコメの産地ですが、絶対的な取扱量はいわ
ゆる「米処」に比べると小さく、利用施設事業の運営は厳しい状況です。しかし
地域農業に欠かせない役割であるとして総合事業の中で補完しながら、でき
るだけ利用料金を抑えた運営を続けています。

担い手の中には、上記のような農業設
備を持っていて、販売までの全ての工程を
自己完結で行っている場合もありますが、
多くの農家では出資しているＪＡにその役
割を委託しています。 
全国のＪＡでは、産地全体のコスト低減

を図るため、大型の施設を運営して効率
的な利用をすすめています。
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